
まちの話題を
　　紹介します

身近な話題を広報係（0771）68-0019へお寄せください。
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　日吉福祉大学・紅が丘大学の人権講
座が行われ、受講生およそ70人が参加
しました。講師に、シンガーソングライタ
ーで真宗大谷派の僧侶、鈴木君代さん
を迎え、「いのちの花を咲かせよう」と題
して行われました。講演で鈴木さんは、
お経に出てくる「みんな消えてなくなっ
てしまう。だから、今を一生懸命に生き
よう」という言葉に感銘を受けたことな
ど、人を生かしていく言葉を伝えていき
たい、と話されました。

▲完成を祝うテープカット

▲自作の曲に乗せ仏教の教えを歌う鈴木さん

お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん

「
一
本
の
た
す
き
を
つ
な
い
で

  

園
部
の
ま
ち
を
駆
け
抜
け
る
」

　旧園部町から毎年の恒例となっている「第25回南丹市
園部駅伝競走大会」が、市園部公園陸上競技場をスター
ト・ゴールとする６区間、男子が15.51km、女子が13.93km
で競われました。競技には、地域や仲間同士で結成した29
チームが参加。寒風の吹く中を、白い息を吐きながら、参加
者らは１本のたすきをつないでいきました。結果は、地区対
抗の部が小山西町、一般男子の部が園部高校野球部Ａ、
中学生男子の部がエクセレントシューターズ、一般女子・中
学生女子の部がマルチーズでした。

▲

た
す
き
を
つ
な
い
で
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す

「
み
ん
な
消
え
て
な
く
な
って
し
ま
う

　

 

だ
か
ら
、今
を
一
生
懸
命
に
生
き
よ
う
」

「
地
域
交
通
の
要

　棚
バ
イ
パ
ス
が
完
成
」
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▲南丹市の魅力を語る青柳良明さん

▲季節の花を思い思いに植えました

▲悪戦苦闘しながら火をおこして飯ごう炊さん

　地域でイベントが行われるときの会
場内の飾花など、花と緑でいっぱいの
美しいまちづくりに取り組まれている園
部町「花」友の会の寄せ植え教室が、道
の駅京都新光悦村で行われました。参
加者は竹で作った鉢にシクラメンやナ
ンテンなど、季節の植物を使ったお正月
向けの寄せ植えを作りました。同会で
は、園部町地域だけでなく、他の地域で
活動されている団体などと連携して緑
化活動を進めていかれます。

　市教育委員会が主催する「なんたんわ
くわくキッズ　みんなで作ったお米を食
べよう＆リース作り」を行い、36人が参加
しました。
　日吉町四ッ谷の田んぼを借りて、5月に
田植え、9月に稲刈りをし、みんなで丹精
込めて作ったお米を飯ごうで炊いて味わ
いました。自分たちで作ったお米の味は
格別だったようで、「おいしい」と言って、
一粒残さず食べました。また、地元のリー
ス・藤芸作家の藤原恵一さん、節さんの
指導でリース作りに挑戦。自然の草木や
木の実を使って、思い思いの作品に仕上
げていました。

　観光振興を共に考え会員などの交流を深
めるため、八木町観光協会（松本豊会長）主
催の年忘れ講演会が八木支所文化ホール
で開催されました。第１部では、京都府商工
部観光・コンベンション室青柳良明室長が講
演。「観光客のニーズは変化しており、南丹
市の魅力は、誘致企業への見学や、京野菜
づくり体験を取り入れた宿泊が可能なこと」
と述べられ、参加者は観光振興への思いを
募らせていました。第２部では、京都大学松
井三郎名誉教授が「観光と環境について」
の講演をされました。

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
寄
せ
植
え
で
、お
正
月
を
」

「
み
ん
な
で
丹
精
込
め
て
作
っ
た
お
米
の
味
は
格
別
！
」

「
観
光
振
興
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
参
加・体
験
型
」
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▲地元の小学生らが熱演

　美山町知井地区の市民らによる第16回
知井地区文化の集いが、市立知井小学校で
行われました。「地域文化の継承と発展を子
どもたちと共に」をテーマに、午前中は、知
井小学校の児童による劇や歌、音読などを
発表。午後からは先生と児童の有志や山村
留学生、保護者、コーラスグループ｢エコー美
山｣などが、合唱や劇などを披露しました。ま
た、炊き込みご飯やさば寿司、豚汁の販売や
地域の人たちの作品展示、昔懐かしい農具
の展示なども行われ、大人も子どもも地域
が一つになった、楽しいひと時を過ごしまし
た。

「
地
域
文
化
の
継
承
と
発
展
を
子
ど
も
た
ち
と
共
に
」
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　美山町高野地内を通る国道162号
の「棚バイパス（棚野千両橋）」が完成
し、記念式典を現地で行いました。
　式典には佐々木市長をはじめ、藤城
南丹広域振興局長ら関係者と、地元市
民らおよそ90人が参加。市長らによる
テープカットの後、地元の方を先頭に、
参加者全員で渡り初めを行いました。
その後、道路の完成を記念して、地元
の市立鶴ヶ岡小学校児童による音読
発表と鶴陵太鼓が披露され、道路の完
成を祝いました。
　国道162号は、古くから若狭と京都・
大阪とをつなぐ重要な幹線道路です。
急カーブで歩道もなく危険な個所でし
たが、新設されたバイパスでは、トラック
などの大型車両でも通りやすくなりま
した。

（
　
／
　
　
棚
バ
イ
パ
ス
（
棚
野
千
両
橋
）
完
成
式
典
）
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